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大陸地殻深部における塩水に注目が集まっている (Van Reenen and Hollister, 1988; 
Kullerud, 1995; Markl and Bucher, 1998)。大陸地殻深部条件下では、NaClや KCl を高濃
度で含む塩水は、CO2 に富む流体と共存でき、従来流体に溶けにくいとされてきた鉱
物の溶解度を上昇させる。また、部分溶融を伴わずに、キロメートルスケールの大規模
な物質移動を引き起こしうると考えられている (Ayers and Watson, 1991; Newton et al., 
1998; Heinrich, 2007; Newton and Manning, 2010; Tropper et al., 2011; Harlov, 2012)。 
塩素濃度が高い含水鉱物からは、流体中に存在した主要なカチオンが特定できない場
合もあるため、流体包有物こそが変成作用時の流体の唯一の証拠であるとの議論も存在

























Zr のホスト鉱物であった。脈では Zr の 80% 以上、壁岩では約 95% がジルコン中に存




て Zr は不動とみなすことができる。また、脈中においても最大 10% 程度の誤差に留
意すれば、Zr を不動元素として扱うことが可能である。 
第二章では、Zr を不動元素として用いることにより、脈と壁岩における元素の添加・
溶脱を調べた。その結果、脈と直近の壁岩では、Li, Cu, Rb, Ba, Pb, U が添加されていた。
これらの元素はメルトよりも流体に入って移動しやすいとされる。先に述べた角閃石、




















粒子中の微量元素組成が均質化するために要した時間は、700 °Cにおける斜長石の Sr, 
Ba, Pb の結晶内拡散係数から見積もったところ、100 万年以内であった。この条件下で
は、斜長石中の Na はほとんど拡散しないことから、主要元素で見られるシャープなゾ
ーニングが保たれていることと整合的である。 
次に、既存の流体―鉱物間の元素分配係数を用いることで、脈に流入した塩水の微量
元素濃度を見積もった。これを沈み込み帯深部で見積もられている流体の微量元素組成
と比較した結果、用いた分配係数の温度圧力条件と本試料の温度圧力条件に差はあるも
のの、沈み込み帯で青色片岩がエクロジャイトに転移する場で放出される流体よりも、
Ba, Pb, U濃度が有意に高いことが分かった。従って、大陸地殻深部の塩水は、これらの
元素に富む中部～上部地殻の形成に寄与し得る。 
本試料において、主要元素によるシャープなゾーニングで認識されるリムを持つ斜長
石と、塩素濃度の高い角閃石または黒雲母がともに出現する領域は、塩水が粒界に存在
した範囲を示すと考えられる。そこで本研究では、この組織を新たな塩水活動の痕跡の
指標とすることを提案する。本指標の活用により、塩水の主たる通り道を特定すること
が困難であったり、流体包有物の痕跡の少ない天然試料においても、塩水流入の可能性
を議論することが可能となり、大陸地殻深部における物質移動の理解が進むと期待され
る。 
